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雑

一

回

六

八

、

民
の
機
利
ト
frv怠
ん
ー
ポ
る
の
信
念
、
人
は
自
己
に
善
を
行
ふ
却
も
之
れ
が
準
備
先
導
上
な
し
た
る
唱
の
、
一
五
は

r
康
人

ぺ
含
天
賦
の
カ
能
を
有
す
と
の
信
仰
等
、
新
ら
し
を
瓶
一
品
目
を
し
て
理
性
の
構
成
を
解
す
る
仁
港
ら
し
uω

花
る
N

も
の
な

を
提
供
し

t
b、
ぬ
い
回
特
テ
メ
リ
ー
ェ
!
ル
は
常
王
の
社
殿
内
よ
リ
念
。

貴
校
生
活
の
華
大
橋
容
、
紙
舎
の
艶
一
勝
等
仁
野
間
以
ぜ
る
一
一
第
十
八
世
犯
の
後
傘
ー
に
於
け
る
ル

i
ソ
!
…
仮
の
事
業

給
識
を
議
を

t
iり
異
議
の
評
に
つ
男
性
女
性
の
戎
動
物
が
一
除
、
人
に
封
ず
る
信
仰
を
新
大
に
し
人
生
の
新
規
制
合
作

田
野
に
散
夜
せ
る
を
見
る
に
、
皆
黒
色
戒
は
飴
色
を
帯
ば
一

'
b
、
一
枇
舎
に
一
抑
制
精
一
抑
を
鼓
吹
し
、
人
性
を
基
礎

ιせ
る

て
日
光
に
焼
射
せ
ち
る
、
彼
等
の
限
ム
ツ
あ
る
運
命
以
彼
等
一
宗
滋
を
再
興
せ
ん
と
し
允
る
に
犯
10'
、
諮
問
時
代
の
宗
款
の

が
不
焼
不
胞
の
忍
献
を
以
て
掘
A
ソ
つ
働
念
つ
k
B

あ
ゐ
彪
の
一
致
班
と
新
自
然
主
義
之
を
執
A
ツ
て
相
比
較
す
る
持
拡
、
其

地
な
I

り
、
彼
等
は
終
に
之
れ
を
脱
す
る
能
は
カ
パ
」
る
な
ム
ツ
、
一
間
に
天
淵
の
建
議
を
認
め
ヂ
ん
ば
み
ら
歩
、
紳
の
カ
b
q
信

彼
等
は
一
樹
の
明
瞭
な
る
一
背
牒
を
い
何
す
、
叉
彼
等
の
起
立
一

b
、
俄
定
せ
る
紳
-
意
に
野
し
散
度
な
る
服
従
を
な
じ
、
搬

す
る
を
見
る
に
其
同
人
仁
類
ず
、
嶋
呼
誠
に
彼
等
以
人
な
一
審
極
A
ツ
な
く
、
言
語
に
絶
し
た
ぷ
感
識
を
ほ
一
歩
な
る
是
れ
u

.，りし、モ

i
レ
ー
は
此
交
を
引
殺
し
て
瓦
ら
に
中
一
一
円
を
然
し
て
一
貨
に
替
信
仰
の
源
泉
な
ム
ソ
念
、
然
る
に
同
胞
に
却
す
る
平

日
く
つ
グ
オ
ル
テ
ア
が
岱
て
此
悲
惨
な
る
光
景
を
日
時
し
一
等
の
変
、
人
性
に
封
ず
る
総
乎
・
・
花
7
b

信
念
、
熱
烈
な
る
正

北
f

り
E
C
は
考
ふ
る
事
能
以
歩
、
具
に
此
講
を
な
3
し
め
北
一
議
の
泡
求
、
進
歩
護
法
の
熱
・
虫
、
如
何
な
る
勝
報
告
他
人

る
告
の
は
ル

i
ソ
!
の
蝶
な
t

り
、
ル
ー
ソ
1
出
で
h

祉
の
て
と
共
受
せ
ん
と
す
る
寛
大
な
る
満
足
、
是
れ
新
信
仰
の
源

政
治
家
、
都
愚
者
は
其
必
中
常
に
恐
怖
し
俗
認
し
っ
、
あ
一
泉
な

6
0

ー
リ
し
光
景
を
怨
旭
し
、
人
間
相
互
の
閥
係
を
改
造
す
べ
き
一
グ
オ
ル
テ
ア
及
び
ル

l
y
l
の
代
表
し
北
る
唯
洲
一
論
的

}
大
混
動
の
幻
娘
、
は
滋
に
呉
脳
挫
よ
，
o脱
す
る
乙
と
能
は
運
動
及
ば
自
然
主
義
運
動
の
杓
漣
鮎
は
、
克
仁
雨
入
の
一
点
祈

念
る
仁
翠
ふ
大

b
、
グ
オ
ル
テ
ア
の
事
業
拡
之
t
f
・
異
な
t

り
教
に
蜘
却
す
る
態
度
b
q
H凡
で
知
る
べ
を
な
b
、
グ
オ
ル
テ
ア

号
一
九
，

L
ι
e

・
J
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2
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の
主
張
す
る
潟
は
お
仰
ら
ゆ
る
宗
裁
は
信
者
に
と
I

り
て
は
幻
輿
へ
歩
、
叉
同
情
切
な
〈
只
管
知
識
あ
る
枇
食
堂
感
ぴ
以

惣
に
し
て
僧
侶
に
と
ん
/
て
は
是
れ
い
慮
偽
を
行
へ
る
刃
も
の
な
て
冷
静
な
る
形
式
主
義
を
米
b
、
被
告
し
を
治
則
に
従
ふ

b
、
自
然
主
義
の
論
者
は
啓
蒙
運
動
の
懐
疑
駄
怨
に
せ
反
て
ど
以
て
滋
徳
と
し
、
理
牲
を
以
て
思
想
界
の
指
南
平
と
仰

封
し
、
且
つ
叉
沓
激
舎
の
主
義
は
正
数
徒
の
迷
信
と
し
て
一
ぎ
、
物
質
主
義
を
以
て
滋
徳
上
の
標
準
と
な
し
、
利
己
主

之
を
斥
け
、
紛
ら
た
に
つ
自
然
的
宗
殺
し
を
建
設
し
て
基
)
議
を
以
て
行
斜
の
原
則
と
考
ヘ
七
ょ
ッ
、
ル
ー
ソ
ー
が
究
明

督
教
の
道
徳
を
網
羅
し
允
る
も
、
超
自
然
的
要
素
作
精
子
を
を
目
し
て
渦
囚
放
尿
と
な
せ
る
唱
の
資
に
わ
く
の
如
を
枇

斥
け
セ
』
り
、
奇
人
は
自
然
的
宗
殺
に
闘
し
て
宅
亦
懐
疑
思
命
日
制
仰
に
陪
胎
し
允
る
&
見
る
べ
し
。
(
未
完
〉

認
に
関
し
て
宅
共
に
批
評
を
な

3
;べ
し
・
、
只
自
然
主

i
l
i
-
-
l
i
i
l
j
l
i
j
{
!
}
i
i

議
論
者
炉
、
宗
教
は
人
間
経
験
の
重
要
部
分
な
る
が
故
に
撲
句
閥
銀
行
の
外
岡
銭
換
政
策

会
社
舎
の
霊
大
事
業
と
し
て
宗
数
を
信
b
た
る
の
一
一
与
を

特
詑
せ
念
る
べ
か
ら
夕
、
革
命
運
動
合
議
の
態
度
は
よ
く

之
等
雨
活
動
の
相
違
を
説
明
す
ゐ
唱
の
正
一
五
ふ
ぺ
し
、
該

合
識
は
備
岡
氏
の
信
仰
す
べ
き

g
の
は
、
最
高
の
安
在
と

鑓
魂
の
不
滅
に
在
る
を
断
言
し
、
信
仰
の
定
形
と
し
て
サ

グ
ォ
イ
ヤ
!
、
グ
ィ
カ
i
(
芯
ミ

l

ル
第
四
穏
)
の
信
仰
告
白

を
採
用
し
、
懐
賦
忠
利
ω
及
汎
紳
論
を
以
て
貴
校
主
義
な
t

り

と
し
永
総
す
パ
を
"
も
の
に
非
?
?
乙
斡
明
せ

6
0

一
グ
庁
ル
一
ア
ア
及
び
同
論
者
の
抱
懐
せ
る
究
明
の
意
義
に

よ
れ
ば
宗
教
を
隠
し
、
一
般
人
民
仁
は
何
等
の
機
利
を

g

雑

録

山作ρ

、3ヨ

王可厄厄一

a.，t)
}
'
f，
 

hh

勺守之、
、
a

、

，E
今

0

「-戸
、
i

、、4》
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久

山

寅
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f< 

中
央
銀
行
が
外
悶
殉
金
貸
椀
手
形
を
保
有
し
、
多
少
の
利
磁
を
謀
る
と

何
時
口
仏
、
之
を
民
貨
憎
備
に
充
つ
る
の
方
策
は
所
調
外
関
偽
替
政
策
深
は

t

金
魚
替
政
策

9
0
1
ω
g可
OHMRru
な
る
名
の
下
に
滋
西
岡
山
銀
行
、
獅
砲
銀

行
、
填
旬
閥
銀
行
等
に
於
て
盛
犯
行
は
る
。
闘
よ
り
各
岡
信
周
波
訟
の
制
服

限
強
に
油
貨
に
封
ず
る
悶
民
の
滋
念
に
相
殺
ち
る
以
上
は
抑
制
る
方
策
が
一

般
に
議
刈
せ

b
れ
得
ベ
ェ
ざ
や
孫
ゃ
に
就
て
は
大
に
考
践
を
.
弊
ず
可
L
之
総

皆
、
前
記
諮
銀
行
は
常
収
比
方
策
を
利
用
し
て
大
な
る
利
絵
を
牧
め
つ
h

ち
り
o
本
稿
は
千
九
百
九
年
六
月
の
つ
品
コ
ノ
ミ
ツ
ク
、
伊
ヤ
l
ナ
ル

L
K

於
り
る
H
v
d
h
iぬ
ぐ
・
以
内

r
g
氏
の
所
摘
に

ιて
、
参
議
R
資
ず
肘
町
、
す
自
の
少

四
.穴
J丸



雑

録

、

.

四
七
O

B
h川
b
d
e
る
や
.
以
て
、
抑
制
民
諮
問
ず
。

一
一
勺
キ
ロ
し
は
一
一
一
二
七
八
つ
グ
ロ
!
不
L
以
下
に
下
務
せ
歩
、

収
品
川
海
牙
利
の
貨
幣
制
度
に
就
て
は
過
去
数
年
間
殊
若
し
-
活
共
以
下
に
低
器
せ
ん
が
銀
行
拡
卒
償
仁
復
す
る
ま

に
か
J
J

ナ
吋
ノ
プ
数
授
が
共
著
日
お
け
{
…
n
y
m
吋
町
内
O
吋目。仏
g
Q
m
二
で
賀
入
を
機
綾
せ
古
る
可
か
ら
な
る

hr以
て
な
L

り
o

叉
司

診
に
於
て
之
を
論
b
て
以
来
数
多
の
皐
者
の
詮
お
を
芯
…
年
の
件
前
一
律
を
以
て
金
、
銀
、
錦
、
白
銅
貨
の
鐙
却
に
就
け
ん
ん

起
し
最
近
制
御
滋
政
府
の
組
織
せ
る
中
央
銀
行
悠
例
調
査
委
…
定
し
、
指
間
銀
貨
は
漸
次
市
場
よ
よ
リ
岡
牧
し
i

准
グ
ル
デ
シ

同
舎
の
調
査
に
於
て
宅
重
要
の
項
目
と
せ
ら
れ
た
'ho
余
一
銀
貨
に
限
て
之
を
流
通
せ
し
め
、
此
銀
拘
只
に
わ
今
日
常
ほ

は
本
論
に
警
捜
此
問
題
の
告
を
哲
、
併
せ
て
之
一
無
制
限
法
貨
の
資
格
占
拠
す
o
悲
し
グ
ル
デ
シ
銀
貨
は

品
ず
る
す
を
排
除
す
る
お
む
可
し
α

一
一
八
七
九
年
来
自
由
還
を
停
止
し
長
官
舎
必
要

一E
と
す
る
場
合
に
の
み
鍛
造
せ
ら
れ
捻
る
が
も
の
な
る
が
、
4

瑛
旬
に
於
て
は
瑛
旬
閥
銀
行
の
お
自
作
品
q
ノ
ゐ
紙
幣
一
以
来
、
だ
一
八
九
二
年
に
歪
』
り
て
会
…
山
鋳
治
を
停
止
し
、
一
九
…
…
八
何
十

金夕、

ι党
挽
せ
ら
れ
も
じ
る
の
規
定
な
る
を
以
て
、
紙
幣
は
米
間
内
に
流
逃
せ
る
市
三
億
つ
グ
ロ
!
ネ
L

を
算
せ
f
リ
o

鵠
然
水
位
通
貨
、
な
り
，
心
の
枇
質
を
有
ず
る

ιの
な
ん
，
。
一
八
然
活
此
貨
幣
は
近
々
二
千
八
百
高
つ
グ
ロ
!
ネ
一
に
織
性

九
二
年
銀
行
紙
幣
仁
会
見
免
換
の
壮
質
を
有
せ
し
め
ん
と
ち
れ
、
同
時
に
阿
闘
に
於
て
感
に
需
要
せ
ら
る
ド
五
一
ト
グ

し
て
、
数
多
の
手
段
行
は
れ
た
る
は
阪
に
世
人
の
知
る
所
ロ
}
ネ
し
貨
幣
に
改
鋳
せ
ら
る
可
を
答
な
か
o

叱
正
っ
か
/

に
ー
ル
て
、
旗
印
倒
銀
行
A

ど
し
て
金
一
塊
一
一
1
キ
ど
に
付
を
一
一
一
;
ネ
し
貨
幣
は
補
助
貨
幣
に
し
て
、
英
一
錦
整
制
仁
一
定

二
八
O
-
Y
/
ロ
i
ネ
し
(
鍛
造
設
二
つ
グ
ロ

l
ネ
し
を
控
除
す
)
の
制
限
を
存
し
、
二
五

O
「
グ
ロ
!
ネ
し
を
限
っ
て
徐
貨

の
割
合
を
以
て
金
峻
を
賀
入
る
i
義
務
宏
貨
は
し
は
旬
、
斯
大
る
含
得
。
一
九

O
八
年
以
来
銀
行
は
此
銀
貨
を
向
牧
し

く
し
一
一
一
合
に
濁
し
て
本
位
紙
幣
の
償
絡
の
騰
貴
す
る

ζι
て
其
貯
識
に
勉
め
っ
、
あ
L
リ
し
が
1

共
一
目
的
と
す
る
所
は

を
批
・
止
せ
ん

ιし
き
心
が
如
実
兵
一
例
一
な
λ
ノ
。
爾
恭
一
純
金
護
持
銀
大
仁
盤
只
し
ト
小
額
面
貨
幣
に
謂
ず
る
雲
行
装

-句、.

10生
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.賓'
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吋 ει

二一二 J墨:

し
く
婚
加
し
た
る
を
以
て
之
に
感
性
ん
が
潟
め
に
一
見
に
五

つ
グ
ロ
!
ネ
し
以
下
の
貨
幣
に
改
鋳
せ
ん
l
c
.
ず
み
に
外
な
ら

みY
Q
印
も
襖
太
利
旬
牙
利
の
貨
幣
制
度
以
貨
幣
並
に
紙
幣

を
無
制
限
法
貨
と
し
な
が
ら
、
一
方
銀
貨
に
劉
し
て
自
由

錦
治
を
認
め
念
る
鮎
に
於
て
、
政
行
本
位
制
を
採
関
す
る

替
の
と
云
ふ
可
を
な
'
り
。

瓦
に
霊
裂
な
る
改
革
f
ζ

認
ひ
可
を
は
一
八
九
二
年
の
絵

律
を
以
て
政
府
紙
幣
印
私
政
府
の
夜
行
し
北
ゐ
路
貨
紙
幣

を
間
収
し
食
る
乙
と
是
れ
な
t
り
o

従
来
政
府
は
多
額
の
お

債
を
緩
行
し
、
之
仁
依
て
得
b
A

る
資
金
を
銀
行
に
頒
托
し

て
、
以
て
政
府
紙
幣
を
附
欣
せ
し
め
ん
と
し
随
て
今
日
政

府
紙
幣
は
最
早
市
中
に
統
漣
せ
含
る
に
至
れ

b
。
然
る
に
配

管
際
に
於
て
銀
行
は
政
府
紙
併
を
岡
牧
す
る
に
金
貨
を
以

て
引
換
を
行
は
歩
、
主
と
し
て
銀
行
紙
幣
を
以
て
し
、
一

部
分
グ
ル
ヂ
シ
銀
貸
叉
は
他
の
小
額
而
貨
幣
を
以
て
し
、

金
貨
は
銀
行
紙
幣
に
封
ず
る
準
備
金
と
し
て
貯
織
し
北

t
り
の
随
て
業
給
巣
は
政
府
の
不
換
紙
幣
に
代
ふ
る
に
銀
行

の
不
挽
紙
幣
を
以
て
し
な
る
が
も
の
じ
し
て
、
異
な
る
所
は

前
者
に
準
備
を
存
せ
合
る
に
反
じ
、
，
後
者
仁
王
貨
、
手
形
、

雑

宅、
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通
司

4

・・

3義

有
償
読
歩
の
準
備
を
存
ず
る
一
事
あ
る
の
み
。

.
一
八
九
二
年
の
法
律
の
下
に
金
貸
本
位
制
乞
施
行
す
る

に
は
瑛
勾
閥
銀
行
は
具
手
段
と
し
て
夜
行
紙
幣
に
濁
し
、

世
間
の
婆
求
み
る
に
随
ぴ
、
金
貨
を
以
て
文
挑
を
了
ず
る

の
義
務
を
会
え
ノ
せ
念
る
可
わ
ら
ポ
J
O

回
よ
t

り
法
律
に
於
て

は
之
を
命
令
せ
も
c
れ
ど
港
、
政
府
銀
行
共
に
常
に
此
方
針

を
持
綴
し
、
殊
に
銀
行
は
之
が
斜
め
に
鋭
意
金
準
備
合
増

加
す
る
の
注
意
土
怠
ら
安
。
往
年
政
府
よ
L

リ
政
府
紙
幣
問

状
の
矯
め
に
交
付
せ
ら
れ
セ
る
金
貨
を
以
て
漣
年
織
蹴
せ

る
有
利
な
る
潟
換
相
場
を
利
用
し
て
多
額
の
金
を
隙
入
ず

る
含
得
大

6
0
防
て
一
九

O
八
年
十
二
月
レ
山
日
旗
印
捌
銀

行
の
金
準
備
は
十
一
億
三
千
五
百
高
寸
グ
ロ

i
ネ
L

に
上

よ
り
、
業
額
に
於
て
は
唯
似
蹴
両
銀
行
及
び
一
際

wm銀
行
に

劣
れ
る
の
み
の
然
活
阿
銀
行
は
蹴
・
に
金
挽
を
蓄
積
す
る
の

み
な
ら
み
少
、
一
方
に
金
貨
挑
の
乎
形

Jr保
有
す
る
に
カ
を

致
し
北
i
り
O

銀
行
俄
例
に
快
限
れ
ば
、
規
制
閥
銀
行
は
械
議
紙
幣
に
謝

し
て
閥
割
以
上
の
正
貨
を
所
有
せ
設
る
可
が
ち
歩
。
而
し

て
斯
く
綿
布
備
仁
-
充
つ
る
正
貨
は
浜
徐
合
以
て
瑛
旬
闘
に
於

、2

問
七
日

t 1
i
i
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て
鋳
造
せ
ら
れ
た
る
金
貨
ぺ
金
塊
)
外
国
金
貨
u
A
d
瑛
勾
し
-
上
詑
の
方
法
に
依
'
夕
、
…
定
の
制
限
右
越
へ
か
』
る
高

倒
一
り
グ
ル
デ
ン
銀
貸
並
仁
小
額
面
貨
幣
仁
略
f

り
ふ
れ
ど
を
際
交
伯
林
誠
は
倫
敦
宛
手
形
色
…
準
備
と
す
れ
ば
之
よ

弘
4

狩
ほ
ヱ
々
に
一
一
一
筒
一
月
以
内
一
一
人
以
上
の
硲
貨
な
る
裏
一
'
O
利
子
L
F
氏
得
ず
る
を
偲
べ
し
。

番
人
あ
み
金
貨
例
外
問
中
古
支
び
要
求
次
第
金
仏
民
党
一
換
の
一

U

1

1

d

j

脳
同
切
れ
ね
じ
れ
り
v
q
m判
的
一
し
A
M
d
M
N
則
的
開
け
れ
ば
は
サ
ー

タ
の
絡
備
と
し
て
銀
行
は
割
引
手
形
、
質
入
禁
fι

、
推
認
伸
一
九
六
年
長
ー
っ
て
W
T
L
軍
楽
-
な
る
手
引
二
?
ト
…
附
札
刊
が

付
貸
付
殺
す
所
有
し
、
外
閥
金
貸
手
形
、
会
党
換
の
一
相
場
の
警
長

T
o
r
i丁
引
金
貨
統
過
の
は

紙
幣
を
ー
も
此
中
に
包
合
ナ
る
を
得
。

wし
て
銀
行
の
夜
行
一
始
と
共
左
京
拠
地
欧
州
以
下
り
れ
れ
け
H--

夕
、
外
M

刊
行
社
ー

す
る
紙
幣
が
土
問
一
止
貸
…
準
備
を
超
過
す
る
と
と
四
百
互
手
形
を
変
却
せ
t

り
、
悲
し
銀
行
の
引
的
一
し
ず
ふ
山
山
山
口

小

引

閥
銀
行
は
外
聞
に
資
産
を
援
を
、
必
要
の
際
に
之
に
封
し
一
他
の
完
全
な
る
金
貨
本
位
必
維
持
し
、
金
設
識
の
引
は

て

小

切

手

ぞ

採

出

す

を

得

。

一

一
る
L
闘
に
於
て
騰
貴
す
る
よ
F

り
以
上
仁
潟
挽
相
場
の
勝
賞

新
ゐ
状
況
の
下
に
於
て
、
規
制

BukJTi旨
こ
卜
目
司
二

於
一
一
多
額
、
の
外
側
一
手
形
共
他
の
資
れ
引
け
い
れ
い
一
山
口
一
一
一
肌
況
の
下
に
於
て
倫
敦
叉
は
伯
林
先
手
形
公
安
却

京
、
銀
行
政
準
mA誌
を
自
行
の
庫
中
に
保
有
せ
ん
が
平
時
ベ
九
O
一
年
八
月
焼

ω閥
銀
行
は
一
見
仁
一
歩
+
ど
治
め
、

之
を
死
滅
す
る
の
み
一
仁
し
て
一
引
等
一
利
型
7
る
所
な
き
仁
一
氏
一
一

O「
3
1ネ
し
並
-
に
一

O
F
7ネ
し
会
民
の
潜
行
に

躍
国

雑令

総

ユ‘ーl
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着
手
し
、
一
手
形
の
割
引
1

貸
付
は
金
貨
を
以
て
之
官
行
ふ
れ
、
日
常
の
文
梯
仁
は
概
ね
是
等
を
使
用
し
、
而
し
て
一

之
共
仁
、
共
一
部
は
之
宮
閥
庫
に
交
付
し
て
官
誌
の
俸
給
方
に
市
中
銀
行
の
小
m
切
手
、
郵
便
潟
替
、
規
川
内
閣
銀
行
の

奨
他
倒
庫
の
文
郷
に
充
て
し
め
大
F
Q
J

、
然
予
ヴ
ん
に
野
ず
る
一
一
被
秒
貯
金
等
の
利
用
せ
ら
る
t
h

が
然
め
に
外
な
ら
歩
。
叉

}
般
会
衆
の
条
受
け
は
宜
し
き
を
得
、
d
hを
o

州
議
し
瑛
勾
一
規
制
闘
銀
行
が
外
凶
仁
川
河
ず
る
文
挑
仁
川
供
ず
る
目
的
を
以

閥
仁
一
於
て
は
数
十
年
間
人
民
は
紙
幣
の
流
遜
に
慣
れ
、
日
一
て
金
貨
の
取
付
に
接
す
る
と
も
と
極
め
て
稀
な
る
は
同
銀
行

常
の
取
引
仁
金
貨
を
使
用
す
る
と
と
少
な
か
I

り
し
を
以
一
に
於
て
金
貨
を
以
て
送
金
す
る
よ
t

り
号
、
手
形
小
初
予
十
日

て
1

今
日
に
於
て
・
6
金仰いべよ

b
司
容
ろ
紙
幣
ぞ
歓
迎
し
、
一
以
て
詑
金
す
る
方
、
怠
金
者
に
取
て
却
て
低
際
な
る
相
場

随
〈
金
貨
は
緩
行
後
、
政
仁
銀
行
主
附
来
し
、
t
o
o
一
九
一
仁
て
外
岡
宛
手
形
の
官
民
却
を
行
ふ
が
認
め
な
よ
リ
0

O
一
年
八
月
よ
よ
ソ
一
九
O
レ
七
年
末
ド
盗
る
ま
で
銀
行
は
十
一
以
上
述
べ
た
る
所
に
操
て
之
乞
目
見
れ
ば
、
模
地
利
の
貨

六
億
一
千
六
一
前
四
十
前
向
勺
グ
ロ
!
ぶ
し
の
金
只
を
お
以
行
し
…
幣
制
皮
な
る
、
川
刈
川
門
川
の
日
甘
く
中
一
様
し
た
る
別
総
と

花
る
が
ぺ
其
中
一
九
O
七
年
末
ま
で
に
銀
行
に
蹄
・
来
し
士
一
殆
ど
同
一
の
唱
の
な
る
乙
と
を
絞
凡
す
可
し
。
喰
雨
者
の

る
も
の
十
一
一
一
億
八
千
百
七
十
一
偽
つ
グ
?
ー
ネ
し
に
反

α、
一
異
な
る
所
は
次
の
二
鮎
あ
る
の
み
。
邸
も
第
一
、
り
刈
川

流
議
高
拡
僅
仁
二
億
一
一
手
間
一
白
レ
七
十
潟
つ
グ
ロ
!
ネ
し
仁
一
川
川
は
交
換
の
媒
介
物

f
し
て
金
貨
の
使
用
を
巡
く
る
乙
一

止
ま
れ
よ
ツ
O

一
と
を
主
張
し
、
人
が
一
砂
、
一
拐
、
五
傍
の
紙
幣
と
問
料
似

然
ち
ば
現
在
の
獄
況
如
何
之
一
五
ふ
仁
、
瑛
何
閥
銀
行
拡
一
一
印
の
金
貨
ー
と
説
れ
か
一
方
を
幾
錯
し
て
、
使
用
す
る
場
合
~

絵
律
に
依
て
緩
行
紙
幣
の
党
換
を
強
要
せ
ら
る
、
に
非
歩
一
-
に
は
、
何
人
宅
金
貨
を
使
用
ず
ふ
事
貨
を
恕
げ
、
斯
¥
る
事

ー
と
雌
省
、
事
貨
に
於
て
銀
行
の
党
換
準
備
は
常
に
充
貸
せ
…
貨
の
存
ず
る
場
令
に
金
貨
の
統
混
ぜ
叱
防
?
に
川
料
、
銀
行
を

る
を
見
ふ
。
然
宅
金
貨
の
関
内
に
統
滋
ナ

ι唱
の
極
め
て
し
て
紙
幣
の
党
換
に
刊
斗
川
金
貨
を
以
て
せ
、
下
し
て
、
治

稀
な
る
は
W

単
一
諸
問
民
が
紙
幣
若
(
ば
銀
貨
の
使
用
に
憤
d

幣
目
公
使
仁
撮
る
金
銀
塊
を
以
て
せ
し
め
な
る
可
か
ら
、
?
と

総

総

倒七一一一

、
f ーで下"~: .~-~一一-ー，一、ーで←7アナ一一一一一・一一一一ー
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雑¥

総

間
七
四

論
¥
川
し
下
り
。
然
同
川
川
は
践
し
大
吋
J

ハ
ー
腕
勾
閥
艮
の
習
慣
鎚
動
せ
診
る
乙
と
HM-
れ
な
ん
〆
O

但
し
此
一
事
た
る
、
旗
印
凶

仁
詩

ib--をは、
リ
カ
ー
ド
!
の
所
調
制
限
は
会
〈
無
期
が
今
日
・
紫
際
に
金
宇
ど
所
有
し
、
仮
令
ぴ
絵
俸
に
除
ら
も
d

仁
一
燭
す
。
査
し
俄
A

ザ
ぴ
銀
行
は
紙
般
の
党
換
仁
金
貨
十
)
以
て
心
唱
過
去
十
二
年
関
係
窓
に
金
若
く
は
金
貨
搬
の
ヂ
形
ト

て
す
可
営
乙
l
L
を
強
英
せ
ら
る
、
号
、
一
般
市
場
装
ず
の
一
以
て
文
…
抑
の
周
に
供
し

t
v心
事
相
手
ど
顧
み
れ
ば
、
寧
ん
自

之

宏

倣

迎

せ

ヵ

ぐ

れ

ば

な

よ

り

。

一

然

の

結

果

と

一

五

ふ

可

を

の

み

0

1

第
二
の
相
誌
は
第
一
に
比
一
戦
し
て
事
一
穂
や
重
大
な

b
。
一
斯
く
旗
印
間
銀
行
以
之
に
部
品
q
ノ
る
取
付
に
感
・
ヂ
ゐ
潟

JY--り
銀
行
-
以
後
一
行
紙
幣
の
準
備
金
を
所
有
す
る
に
大
部
分
一
め
、
充
分
な
る
金
敢
に
外
凶
手
形
を
常
に
所
有
す
る
乙
と

合
企
以
て
せ
歩
一
外
闘
の
金
貨
…
捌
き
が
を
以
て
之
仁
充
℃
、
一
仁
成
効
し
党
る
を
以
て
、
銀
行
以
若
し
常
務
一
律
に
規
定
せ

智
実
上
に
日
常
の
支
…
搬
に
勝
一

Z
符
め
、
短
期
…
搬
の
外
一
ら
れ
ん
か
務
行
紙
幣
を
党
換
す
る
に
金
品
川
八
を
以
て
す
る
に

型
ァ
署
長
一
他
の
資
産
を
所
有
し
、
外
凶
に
脱
却
し
て
文
…
捌
を
…
苦
し
ま
d

る
と
と
明
白
の
数
な
よ
ツ
O

然
ら
ば
斯
ゐ
法
律
つ

翠
リ
る
者
仁
ー
は
之
を
官
民
却
す
。
総
て
銀
行
業
者
並
に
商
人
一
制
定
は
唯
事
物
の
表
一
闘
に
墜
具
合
乞
加
ふ
る
に
過
ぎ
-
J
p
j
L
U

以
外
岡
仁
一
測
し
て
債
務
を
文
郷
ぴ
叉
は
貸
付
を
潟
す
仁
志
…
も
今
日
は
銀
行
が
随
意
に
党
換
仁
一
応
歩
る
"
も
か
，
な
ふ
に
い
!

貨
を
裂
求
一
せ
ホ
ノ
、
位
還
す
の
手
形
小
型
ず
を
以
て
其
目
的
三
将
来
は
搭
俸
の
規
定
に
従
て
、
之
を
潟
、
A
Y
に
止
ま
る
c
え川

漣
ず
る
を
得
ベ
し
o

而
し
て
外
閣
に
灘
A
q
/

る
文
一
郷
多
額
-
仁
…
ふ
只
際
に
於
て
は
内
一
地
支
…
器
用
と
し
て
金
貨
の
俊
一
周
せ
い

I
J
所
有
の
手
形
英
他
の
資
産
を
以
て
之
に
感
・
ポ
ノ
る
に
足
…
れ
な
る
は
前
池
の
如
く
、
叉
川
法
律
を
以
て
圧
貨
党
換
を
税

)
h
J
3

る
と
を
下
一
企
て
、
始
め
て
銀
行
は
圧
貨
を
総
出
す
ゐ
一
定
す
る
句
、
銀
行
以
外
岡
手
形
合
所
有
し
、
輪
出
使
協
以

に

ほ

一

げ

な

の

。

一

下

に

て

之

を

買

却

し

、

金

貸

金

一

地

金

に

代

つ

?

?

以

帆

瑛
合
陸
銀
行
が
以
上
の
方
策
を
行
ふ
結
果
と
し
て
、
最
外
側
内
送
金
に
供
せ
ら
b
h
-を
見
る
可
し
。

得
額
栽
な
る
は
他
の
諮
問
に
於
け
る
が
如
く
然
換
相
場
の

s

足

闇
留
輯
謹
韓
関
謹
関
鶴
間
通
語
諸
問
盟
諸
護
審
議
謹
著
書
晶

." 
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s

然
ゐ
仁
一
勝
、
地
利
仁
一
於
て
金
-
を
務
律
上
の
文
搬
に
供
す
る

O
レ
七
年
の
米
国
恐
慌
に
際
し
、
英
蘭
銀
行
は
割
引
歩
合
配

制
度
仁
川
到
し
て
反
封
ず
る
い
衿
少
な
か
ら
歩
、
蓋
し
、
規
旬
必
歩
に
引
上
げ
、
獅
逸
品
w凶
銀
行
は
必
歩
五
原
に
引
上
げ

間
銀
行
の
割
引
歩
合
川
町
他
の
諸
問
に
於
け
る
よ
ん

Jq
低
一
花
る
崎
仁
於
て
す
ち
、
焼
旬
閥
銀
行
の
歩
合
は
六
歩
一
右
越

〈
、
且
つ
其
幾
動
の
度
合
少
な
を
じ
、
一
般
に
主
張
せ
ら
…
滋
せ
歩
、
而
し
て
之
と
岡
崎
仁
実
・
歩
合
は
未
だ
脅
て
一
二
分

る
-
-
、
所
に
し
て
、
此
事
北
る
、
疑
唱
な
さ
事
変
な
よ
り
0

煩
…
五
屈
を
下
I

り
セ
る
乙
と
な
く
、
縫
動
の
同
数
じ
於
て
が
も
、

創
銀
行
心
一
割
引
歩
合
は
次
表
に
示
す
が
如
く
過
去
数
年
間
一
一
八
九
二
年
よ

b
一
九
わ
レ
七
年
に
一
会
る
問
英
蘭
銀
行
は
部

制
州
議
帝
閥
銀
行
の
歩
令
ょ
ん
常
に
低
く
、
刀
人
多
く
の
場
介
…
引
歩
合
を
縫
瓦
し
な
る
乙
E
P
L

必
十
凶
同
に
及
ぴ
、
濁
滋
・
清

仁
於
て
保
定
歩
合
よ
t

り
常
に
低
念
品
。
A
V
V
O
)
以
て
割
引
を
行
一
周
銀
行
司
亦
五
十
右
悶
の
幾
一
真
を
潟
し
花
、
ゐ
仁
、
瑛
勾
閥

会
議
銀
行
の
歩
合
よ
;
低
歩
に
漏
れ

6
0

…
銀
行
仁
て
は
僅
仁
二
十
雨
量
英
会
し
北
る
に
警

各
銀
行
一
年
卒
均
割
引
歩
合
は
浅
の
如
し
。
一
歩
。

↑

?
w可
閑
銭
行
一
溺
泡
.
帝
一
凶
唆
〈
旬
悶
一
市
中
割
引
歩
人
合
官
対
号
も
亦
常
仁
伯
林
伶
敦
よ
ム
ウ
ツ
"
唱
刀
高
か
ら

一

〕九
O
一コヨ一コ一年一-コヨ一コ一寸、七五一一コ一ニ一寸、八四一}三一ニ一、五ハ
OU

…、歩山京ヂ恥少/、寧
λ
多
少
の
低
歩
に
回
居
泊
れ
んb
，O

此
の
専
事
，
賛
は
一
一
-
九
O

]九
O
凶.年年一一ロ三一コ一、£六問一問、八問問.一一三一ニ一、五
O

一
で
官
右
必
年
恐
慌
時
の
終
に
於
て
特
に
綴
著
に
し
て
、
同
銘
年1
十十一…

日九
O
五
年
一
一
一
一
、
。
二
三
、
八
日
二
一
一
一
、
七
O

一
月
市
中
割
引
歩
合
同
μ
一
一
一
筒
月
挑
手
形
ぶ
到
し
、
総
納
に
於

日・九
O
六
年
一
回
、
一
一
七
一
五
二
五
一
回
、
ロ
ご
一
一
一

一九
O
七
年
一
四
、
九
一
二
六
、

o一
二
閥
、
九
九
一
て
拡
卒
均
五
分
ニ
座
八
毛
な
み
し
い
ぺ
伯
林
に
て
は
六
分
、

一

一

一

，

一

六

原

ニ

毛

、

伶

敦

仁

て

は

六

分

五

原

因

毛

を

示

せ

よ

り

0

瑛
旬
閥
銀
行
の
割
引
歩
合
仁
幾
動
の
少
な
を
は
特
に
性
…
今
般
仁
一
規
勾
悶
銀
行
に
し
て
路
一
律
上
金
貸
金
以
て
党
挽

回
す
可
念
事
資
に
し
て
、
英
獅
爾
幽
銀
行
仁
於
け
る
が
如
業
他
の
支
搬
に
感
ヂ
可
を
と
と
そ
規
定
せ
ら
れ
ん
に
、
一
共

〈
高
歩
に
上
1
1

り
歩
、
叉
訟
だ
し
(
俄
歩
に
下
/
り
タ
~
一
九
割
引
歩
合
仁
及
ぼ
ず
影
響
闘
病
し
て
如
何
。
金
党
支
郷
悶
始

雑

総

凶
必
蕊



い
ー
を
存
龍
一
す
る
に
変
る
可
し
。
金
貨
文
抑
の
中
止
を
一
以
上
の
所
設
は
瑛
地
利
に
品
川
け
ゐ
息
て
の
整
般
に
依
て

網
耀
ず
る
以
上
は
、
金
品
μ、
を
以
て
文
…
腕
ふ
と
、
金
手
形
一
を
一
支
持
せ
ら
る
れ
ど
号
、
会
狭
山
談
合
れ
一
一
一
・

2
2一百合る

川
て
文
抑
ふ
と
司
令
、
銀
行
の
性
意
に
腐
し
、
法
律
を
以
て
一
可
か
ら
-Wノ
O

妻

せ

ら

5
2
2が
君
、
貿
易
業
者
に
し
て
竺
第
一
器
闘
銀
行
が
訟
に
封
ず
る
投
資
の
目
的
を
以

山

片

山

所
要
の
金
額
を
?
に
す
る
を
得
べ
く
、
叉
外
岡
金
利
歩
令
…
て
自
ら
貨
幣
を
外
関
仁
紛
れ
い
y
川
げ
を
併
せ
ヂ
ペ
印
も

の
ま
に
乗
し

J

利
?
議
せ
ん
と
し
て
外
闘
の
け
金
之
何
回
に
於
け
る
資
金
の
要
少
な
く
、
銀
行
準
備
金
の
笠

間
刊
誌
れ
れ
わ

r
m
討
引
引
は
は
れ
締
約
一
材
料
日

純
村
山
け
い
け
れ
し
れ
料
品
れ
れ
れ
け
十
日
諮
問
U

諸
説

貨
保
存
の
必
要
上
側
際
的
金
貨
震
の
関
内
に
加
は
ら
も
こ
は
割
引
歩
合
の
引
'
よ
そ
行

γし
o

叱
包
容
こ
良
一
1
r
j

る
を
告
。
貯
金
準
備
に
針
ナ
る
唯
一
の
保
護
と
し

AZ引
上
げ
歩
、
却
て
金
貨
般
に

ιよ
れ
引
7

て
制
間
引
歩
合
引
上

;ιι
七
o

然
活
農
工
業
の
ん
か
、
義
援
は
著
し
お
資
す
け

U
?可
し
、
心

関

育

咽

調

書

道

昌

司

ヨ

2
3

員
。切

手
心
、
:

鍛
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一、

V
E

お
民
船
酔

現
象
は
…
八
九
六
年
金
貸
文
榔
貸
行
以
前
と
今
日
の
政
祝

と
を
比
較
す
る
時
は
自
ら
事
相
を
明
に
す
る
を
得
ぺ
し
、

却
も
一
八
九
三
年
総
州
及
北
米
に
於
一
け
る
恐
慌
に
依
て
金

融
じ
非
常
な
る
遜
治
を
・
蒸
し
食
る
事
あ
ん
'
0

此
時
に
際
し

襖
勾
閥
銀
行
は
割
引
歩
合
の
引
上
を
行
は
ぎ
I

り
し
れ
ι以

て
、
外
隣
人
に
し
て
燥
地
利
の
手
形
を
所
持
す
る
者
は
之

を
総
納
に
怠
-b
て
支
郷
を
要
求
し
た

b
。
然
る
仁
常
時
現

地
利
の
市
場
に
は
金
貨
叉
は
金
貨
文
桃
子
形
の
何
れ
を
古

見
る
能
は
歩
、
銀
行
は
之
を
得
る
の
滋
な
か
I

り
し
を
以
て
、

総
納
に
於
け
る
倫
敦
宛
然
替
相
場
は
一
時
一
ニ
レ
む
グ
ル
デ

シ
六
五
に
騰
貸
し
セ

b
。
・
邸
も
一
八
九
二
年
目
公
定
の
平
泳

相
場
ご
一

O
グ
ル
デ
シ

O
九
に
比
較
す
れ
ば
此
相
場
以
六

好
三
座
の
釘
歩
に
飴
れ
よ
り
。
設
(
後
模
地
利
股
間
断
b

ベ
倫
敦
並

仁
伯
林
に
於
叫
り
る
金
融
沼
地
泊
の
影
響
を
受
け
て
金
貨
の
流

出
を
法
越
し
大
1

り
。
然
が
も
此
場
A
V
に
銀
行
は
憶
に
金
利
歩

合
を
引
上
げ
、
同
時
に
圧
管
(
職
送
制
以
下
の
相
坊
仁
て
手

形
を
賀
却
し
大
る
と
'
・
ζ

恰
も
金
貨
文
挑
開
始
後
に
潟
す
所

、T
C
異
な
ら
ホ
J
O

斯
く
て
諸
外
側
紙
幣
議
行
銀
行
に
於
け
る

之
阿
b
〈
絵
貨
統
越
の
基
礎
を
縮
保
す
る
を
得
・
に
よ
り
。
此

雑

鈴
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供元、ヘ4R

，‘・・
zy

、F
-ミ

黙
に
闘
し
グ
ナ
吋
J

プ
毅
援
は
焼
印
刷
開
銀
行
と
他
闘
中
央
銀

行
と
の
問
に
愛
裂
な
る
差
異
あ

ιι
諜
解
し
斯
7
Q

場
令
に

英
一
蘭
銀
行
は
紙
幣
を
引
換
ふ
る
に
金
貨
を
以
て
す
る
に
反

し
、
焼
旬
閥
銀
行
は
金
皆
、
柳
川
W

手
形
印
も
外
悶
に
所
在
す

る
金
を
以
て
す
と
し
北
J

り
。
然
れ
共
紙
幣
を
叙
行
に
3
3
不

し
て
引
換
を
請
求
す
る
者
は
寧
ん
此
方
、
治
仁
椋
足
せ

β
o
/

査
し
銀
行
財
彼
等
が
金
貨
を
輸
出
す
る
よ
J

り
宅
有
利
な
る
い

相
場
に
て
手
形
-b
己
資
却
ず
れ
ば
な
6
0
而
し
て
銀
行
は
金

貸
金
塊
を
輸
出
し
て
、
所
一
去
の
手
形
佐
賀
入
れ
殻
色
、
以

て
れ
公
衆
の
慰
問
裂
に
感
、
下
。
故
仁
之
を
英
組
側
雨
闘
の
方
法
に

比
較
す
れ
ば
英
異
な
る
欧
州
は
拠
地
利
に
於
て
金
貨
を
総
出

ず
る
は
紙
人
に
非
、
下
し
て
銀
行
自
身
な
る
乙

t
A
Aれ
な

よ
リ
。
市
中
の
大
銀
行
も
亦
白
ら
輸
出
す
る
能
以
含
る
に
非

f

sれ
ど
号
、
斯
く
す
ゐ
と
合
は
、
中
央
銀
行
の
戚
怖
を
容

し
、
手
形
の
再
割
引
に
困
難
を
戚
下
る
に
至
る
を
以
て
、

市
中
銀
行
電
亦
以
て
之
を
潟
ス
-
V
る
な
ん
'0

成
句
闘
に
於
て
割
引
歩
合
が
比
較
的
低
歩
に
在
る
は
企

業
の
感
な
ら
も
d

る
に
蹄
鴎
ず
る
も
の
な
ム
ソ
O

岡
氏
一
般
vh

企
業
必
少
な
く
且
つ
政
治
放
態
の
不
良
な
る
潟
め
、

f

生
産

四
七
七
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雑

総
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切

に

護

相

場

の

引

γ
同

復

加

は

げ

肝

日

一

ゆ

り

μ門
U
U汁
銀
行
は
後
に
閥
家
よ
ろ
賠
償
を
受
一

M
・

2
6の
に
非
・
下
。
信
局
者
一
は
閥
一
際
矯
換
上
に
於
て
椋
一
余
は
此
際
列
州
刈
汁

k
g〉
斤
?
ト
時
t

は

げ

…

…

J
れ
れ
れ
汁
…

wr裂
の
は
川
町
s
一
効
的
被
邸
主
ひ
乙
わ
れ

υμ
叫

刊

は

持

政
策
と
を
援
す
引
に
附

p
u
pげ
す

袋

一

工

作

る

の

節

目

仁

川

会

。

此

問

題

除

雪

貨

幣

の

誌

に

た

芸

会

わ

ら

安

o
割

引

政

策

に

れ

ば

リ

バ

t
闘
す
る
も

U
J
Uて
説
明
す

E
eの
な
れ

割
引
歩
合
引
上
の
結
果
、
商
業
百
損
失
宮
家
ゐ
可
く
ー
一
才
ト
唯

i
E一の
ふ
品
川
市
て
ば
少
し
く
注
意
を
ム
ぬ
い
い

時
間
山
抑
制
刊
日
間
伐
切
っ

runhrの
変
質
仁
探
し
て
銀
行
詰

ー
』
戸

Z
司
(
失
を
曲
家
る
乙

ιー
の
み
可
し
と
隊
母
、
一
方
に
利
益
を
受
〈

音
量
品
国
閣

四
七
八
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c
、
!
?
良
一
践
の
一
部
を
外
側
銀
行
仁
皆
-
康
一
波
宅
金
民
本
位
を
安
企
に
維
持
す
る
に
は
、
外
閥
手
形
の

k
R
j
l
H川
い
い
す
る
と
を
は
、
利
子
を
収
得
す
る
貯
識
は
単
に
貨
幣
…
按
織
の
基
礎
十
ど
総
資
な
ら
し
り
る
に
滋

同
み
ー
ら
す
タ

RFLA判
抑
制
坊
の
後
動
以
銀
行
の
預
金
残
…
ダ
一
歩
。
若
'
し
銀
行
に
し
て
今
日
所
持
せ
一
ゐ
円
減
等
子
形
を
金

高
に
有
利
な
る
影
響
&
血
ハ
ふ
。
謙
一
し
銀
行
以
相
場
の
低
三
貨
に
引
換
で
金
貨
所
一
誠
一
向
を
附
加
す
る
と
十
ば
、
!
今
一
ト

エ
」
舎
に
手
形
手

ι民一
ω
、
兵
!
?
し
さ
に
之
を
資
れ
ば
な
ー
ヮ
。
一
に
於
け
る
が
如
、
を
終
際
的
作
用
は
特
別
・
戒
に
於
て
湾
問
¥
レ
く

い
品
川
ご
銀
行
の
所
有
す
る
剣
山
側
手
形
は
平
泳
相
場
を
以
て
一
、
際
交
に
行
ふ
ζ

と
を
得
べ
し
o

在
れ
ば
燦
向
山
側
銀
行
の
制

一
一
川
げ
は
し
ば
…
巾
償
を
以
て
資
却
せ
ら
ソ
:
を
常
と
し
、
一
皮
一
は
英
一
濁
一
同
闘
の
銀
行
に
於
け
る
金
貨
文
一
柳
の
方
訟
tι

呉

は

32yhAV設
少
す
る
や
、
之
主
主

22ζ
を
8
f門下
0
7
2所
な
く
寧
λ
凶
仰
向
閥
銀
行
制
皮
の
方
に
勝
れ
る
汁
ひ
っ

M

m

J

古
川
刈
凶
手
形
の
俄
絡
す
問
、
を
よ
さ
仁
、
之
宮
山
只
入
れ
w
d
リ
心
…
あ
る
L
P
一
認
な
o

唯
、
雨
者
の
問
に
異
な
る
は
明
A
パ

L
山
号
令

は、
A

夜
、
ず
る
仁
川
則
る
賀
入
に
依
て
よ
続
々
日
英
総
資
を
す
祭
?
一
山
山
が
銀
行
に
の
み
限
ら
れ
必
る
紡
に
，
在
b
u
h
o
-
-
r
u
i

可
合
を
以
て
な
t

り
o'
斯
る
場
合
仁
は
銀
行
は
統
一

A
A伎
を
輪
一
〈
設
一
〉
〕
九
O
七
年
比
於
て
外
閥
均
同
倣
川
、
ま
撃
よ
り
符
L
銀
行
の

出
し
て
、
手
形
所
有
山
口
同

ε限
定
仁
し
如
何
な
る
樹
綴
の
要
…
訓
刊
誌
は
五
百
七
十
一
一
語
ニ
千
六
百
七
十
一
一
レ
ロ
ネ
-
V
L
K
M認
せ
り
o

求
に
濁
し
て
号
、
之
に
熔
ヂ
る
仁
泣
漏
ず
る
乙
と
な
を
宏
一
五

M
M
W
ト
F
O

〉

j
f
いい
!
l

三
則
論
の
如
く
な
る
ぞ
以
て
、
今
後
金
枯
れ
文
挑
の
規
定

P

LUU似
MMMMMリ
門
刊
日
刊
刊
一
村
山
れ
M
M
U吋
U
M
M
j
Mけは

銀
行
が
多
額
の
外
閥
手
形
配
所
持
し
、
叉
立
-
(
怒
加
を
巧
妙
一
す
o

銀
行
一
は
ま
λ
に
於
て
滋
去
十
二
年
旬
以
上
針
役
一
挑
銀

に
す
引
ば
と
て
閥
一
際
交
…
榔
上
)
不
利
の
地
位
に
在
る
場
合
行
と
同
一
の
政
策
bva
支
持
し
家
'
り
た
ふ
れ
い
の
に
し
て
、
今

に
は
会
〈
制
引
歩
合
を
効
h
P
3ホ
/
し
て
止
ひ
乙
E

乙
能
以
後
如
何
な
る
路
一
律
の
規
定
一

ι割
引
歩
合
に
何
等
の
影
響
ん
し

とる
し場
、合

ゐ
。

~; 
: .，i ，~話

d叫宅

、同

い総

鈴t

闘
し
屯
九
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及
ぽ
ず
乙
と
な
が
る
可
く
-
叉
仮
令
ぴ
斯
る
絵
律
令
制
定

す
る
省
銀
行
を
し
て
将
来
多
額
の
外
関
手
形
其
他
の
資
産

を
所
有
せ
し
む
る
乙
と
を
妨
ヤ
る
能
は
か
」
る
可
く
、
銀
行
一

は
依
然
庫
中
に
準
備
金
を
貯
滅
す
る
よ
よ
り
司
有
利
な
る
方
一

泌
に
之
友
利
用
す
る
乙
と
を
止
め
念
る
可
し
。
一

然
れ
ど
宅
金
皆
、
腕
の
規
定
を
設
け
ん
か
、
同
闘
は
間
接
一
一
、
生
理
的
説
明

U

リ
'

1

9

9

F

L

，t

仁
利
盆
ず
る
所
あ
る
可
し
。
仰
と
な
れ
ば
斯
く
す
る
時
紘
一
人
間
の
活
動
、
効
作
は
之
を
大
別
し
て
仕
事
ー
に
泌
峨
と

外
岡
人
を
し
て
瑛
伺
閣
の
貨
幣
制
度
は
完
全
に
樹
立
せ
ら
一
の
二
つ
7
F見
る
乙
-
と
が
出
来
る
η

此
二
つ
は
相
調
立
す
る

れ
、
文
る
刃
も
の
な
る
乙
と
を
信
脅
し
め
、
同
閣
に
机
刻
、
ず
る
岡
一
活
動
で
あ
る
U

人
間
が
異
例
悦
を
淡
却
し
て
偏
に
倒
閣
の

際
信
用
の
増
加
を
侭
し
、
多
額
の
負
債
を
宥
ず
る
同
閣
に
一
事
妹
、
印
私
資
境
の
要
求
に
従
て
働
く
伝
効
争
社
W
ず
と
い

於
て
此
信
用
を
利
用
せ
ん
が
部
結
果
営
苅
ず
乙
y
f
…
少
な
か
一

υ、
之
に
反
し
て
個
性
が
白
設
的
に
外
部
に
溌
説
し
文
る

ら
含
る
可
け
れ
ば
な
ら
'0

一
告
の
を
液
戯
t

乙
名
づ
く
る
の
で
あ
る
。
去
れ
ば
仕
事
と
は

中
央
銀
行
の
金
潟
換
政
策
は
近
時
の
銀
行
論
に
於
て
最
一
括
効
そ
れ
白
身
以
外
ー
の
他
の
目
的
に
到
建
せ
ん
lι

し
刀
ん
は

電
興
味
あ
る
問
題
な
l

り
。
本
論
究
中
組
側
逸
品
w闘
銀
行
が
一
之
を
成
就
せ
ん
が
錦
の
活
動
，
で
あ
る
。
挽
由
一
閃
す
れ
ば
管
際

割
引
政
策
の
み
に
依
頼
す
る
が
如
く
論
b
花
る
は
事
官
一
一
的
、
功
利
的
目
的
を
有
す
る
手
段
的
の
動
作
印
も
仕
事
.
で

に
鴬
ら
タ
。
・
術
開
銀
行
は
近
年
殊
に
千
九
百
六
年
来
金
一
あ
-
u

，
心
。
之
仁
反
し
て
遊
戯
と
以
前
劾
そ
れ
自
身
在
日
的
と

潟
替
政
策
を
行

υ、
現
に
過
般
銀
行
依
例
改
一
止
委
員
命
日
ず
る
活
動
、
邸
も
何
等
賞
際
的
目
的
仁
拘
束
コ
れ
ぬ
自
由

の
〕
問
題
に
上
れ
l

り。阿
w
g
w
m
g
C
O
S
H
φ
O∞
・
を
愈
一
照
せ
な
勝
手
気
僚
な
活
動
r

で
あ
る
。
此
故
に
仕
事
は
呉
国
自
で

ん
か
。
溺
襖
爾
闘
中
央
銀
行
の
金
潟
換
政
策
の
一
蹴
を
あ
る
。
厳
粛
で
あ
る
。
遊
戯
は
快
活
で
コ
る
。
愉
快
で
あ

遊

戯
r

の，

設

桜
木
凶
方
古

ベ
随
て
仕
事
以
常
に
換
し
〈
愉
快
な
宅
の
と
は
云
ヘ
活
カ
捻
除
し
て
然
も
み
f

ん
を
舟
ふ
ペ
-R-
途
を
知
ら
ぬ
時
以
喰

山
、
問
機
々
諮
痛
と
不
快
と
を
伴
ふ
が
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
だ
理
由
唱
な
く
献
花
』
り
、
民
嶋
、
X
rり
跳
ね
下
夕
、
般
的
w
h

遊
戯
以
常
に
愉
快
で
且
つ
難
し
い
o

乙
は
説
明
す
る
迄
宅
一
F

り
、
取
組
ん
マ
角
カ
つ
、
学
-
り
す
る
唱
の
，
で
あ
る
o
活
気

-r総

な

1
人
々
の
綴
織
に
版
ら
し
て
切
わ
な
る
事
費
?
の
ふ
。
一
せ
る
年
少
者
の
場
A

仔
仁
一
於
て
そ
れ
は
特
に
著
し
い
o
若
い

‘
以
上
は
仕
事
tf-
遊
戯
と
の
区
別
に
就
い
て
の
簡
単
な
る
…
者
に
悦
時
-
に
騒
が
し
く
遊
ば
し
め
な
い
と
必
ら
-V善
い
事

質
問
一
州
統
一
切
な
る
が
、
此
遊
戯
と
い
ふ
現
象
は
如
何
に
し
一
を
し
な
い
唱
の
で
あ
る
o

抑
…
限
3
れ
き
心
力
は
必
ー
?
仰
成

(
人
知
一
色
汎
〈
動
物
に
生
起
し
た
が
、
そ
は
如
何
な
お
職
…
仁
が
出
路
を
求
め
て
破
裂
し
な
け
れ
ば
や
ま
ぬ
。

EmoC仏

能
を
有
し
、
且
つ
如
何
な
る
効
果
を
減
ら
す
唱
の
で
あ
る
一
日
ロ

ω;gszp仏
母
国
島
常
的
け
百
μ

二
ゲ
ロ
・
と
か

R
A
S
P

か
と
い
ふ
説
明
+
グ
試
み
ん
と
し
言
宗
一
が
種
々
あ
る
o

共
…
ヨ
ロ

ω;032三
5
8
Rゅ
な
ど
い
と
一
口
は
如
斯
を
飴
剰

見
解
の
相
異
す
る
紡
よ
1
9
之
念
大
一
憾
一
ニ
つ
に
分
け
る
乙
正
一
粉
力
め
解
夜
叉
は
滋
散
の
必
袈
な
乙
と
を
い
ふ
北
の
で
み

が
出
来
る
o

一
る
o
遊
戯
以
印
も
此
俄
剰
精
力
の
解
後
w
d
れ
て
現
掠
れ
た

(
一
)
飴
刺
粉
力
説

(
3
0
o
q
o
m
g企
ロ
ω
g
m
e
)

一
の
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
第
二
訪
日
ん
と
♂
然
防
批
判

(
一
ご
休
息
説

3
Z
o
q
o
二
3
3色
O

口
)
一
寸
遊
戯
は
疲
労
を
休
り
る
者
-
印
私
消
号
、
d
M
V

た
る
カ
を
緩

(
一
一
一
)
輪
以
備
説
叉
は
練
習
説

(
3
3
3
5
5℃
p
p民
O

口
一
め
て
一
五
条
を
依
復
せ
し
む
る
錦
め
に
生
b
t
Jり
2
説
く
1
4
J

O

円一
g
a
o
o
)

一
彼
の
琴
の
伐
や
弓
の
弦
は
常
時
之
を
張
t
り
詰
め
て
殻
く
な

以
上
の
一
一
読
の
主
艇
を
館
言
説
明
す
る
と
、
第
一
統
一
ら
ば
其
カ
を
弱
ひ
る
乙
と
単
〈
到
応
永
を
使
用
に
地
ヘ
な

は
動
物
ゃ
人
聞
の
精
力
が
生
上
文
へ
て
ゆ
く
必
英
以
上
に
一
い
で
あ
ら
う
o
英
れ
と
同
様
に
人
間
信
劇
し
今
生
存
競
争

3

有
L

リ
飴
ふ
時
以
、
英
傑
カ
が
目
的
な
骨
一
動
作
印
私
遊
戯
と
場
棋
に
立
も
て
資
務
を
続
け
ん

ιず
る
仁
は
時
々
其
カ
の

山
な
ム
ツ
て
現
は
れ
ふ
ζ

と
を
云
ふ
の
マ
あ
る
。
党
鼠
妊
焼
、
総
酬
を
絞
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
息
た
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
滋
戯

間
八
日

総


